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　HIV 感染症はこの三十余年の間に疾患
概念も予後も大きな変化を遂げました。
治療薬の発達とともに感染者の方々に
とって早期発見さえできればもはや死へ
の恐怖はなくなりました。科学的視点か
らはこれは画期的な進歩です。
　近い将来に HIV 感染症が治る時代が到
来することを期待しながらも、これから
の我々の使命の一つに「共に暮らす」こ
との大切さを次世代に伝えていくことが
あると思います。HIV 感染症に限ったこ
とではないのですが、「共に暮らす」社会
を作ることがどれほど難しいことである
かを残念ながら HIV 感染症はその歴史の
中ではっきりと示してきました。またそ
れは経済的な国の豊かさなどとは関係の
ないこともはっきりしています。
　我々が普通の見識を持っていれば、病
気や障害を持つ方々と共に喜び、共に悲
しみ、共に暮らしていける社会・文化で
あることに異論のあるはずがありません。
「共に暮らしていくことこそ健康な社会の
基本」であることを参加していただいた
皆様と分かりあい、次世代につないでい
ければと思います。
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◎会場周辺

●駐車場
◉地下（1・2階）　約 500台
　料金：30分 150円（※交流センター利用者は 2時間まで無料です。受付にて認証処理を行なって下さい。）

照国神社

県立博物館

中央公園

朝日通電停 市役所前電停市役所前電停

宝山
ホール 名山小

市役所山形屋

裁判所

鹿児島
東郵便局

西郷
隆盛像

市立
美術館

近代文学館
メルヘン館

県立図書館

国道10号線

黎明館

鹿児島医療センター鹿児島医療センター

かごしま県民
交流センター

長田中

鹿児島地域
振興局庁舎

金生町

市役所前
空港バス

空港バス

水族館口

地下駐車場入口

交流センター前

水族館口電停水族館口電停

『鹿児島県における現状』
 古川 良尚（鹿児島大学病院　輸血・細胞治療部　部長）

『自由討論』

『共に歩こう』
 小山 徹平（鹿児島大学病院　臨床心理室　助教）
 飯田 昌子（鹿児島大学法文学部人文学科　准教授）
 今村 葉子（特定非営利活動法人 Rin かごしま　理事長）

『ここまで進んだHIV治療薬』
 屋地 慶子（鹿児島大学病院　薬剤部　薬務主任）

4

3

2

1
PROGRAM

第30回日本エイズ学会学術集会・総会運営サポート事務局 「NPO法人 CSS九州」
Email : aids30@css-kyushu.jp　URL : http://css-kyushu.jp/aids30/

お問い合せ先

座 長 橋口 照人（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　教授
　　 　　　鹿児島大学病院　HIV 対策室　室長）


